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・景気後退懸念と向き合いながら、
どう2023年相場と対峙するか

・またその心構え
－ 市場に処する必要な3つ

1：ファンダメンタル
2：テクニカル
3：心得（投資哲学）（相場道）

＊最も重要なものは３である。
１,２の比ではない！

山崎和邦 週報「投機の流儀」 ＊2023年4月2日号 特別動画配信

「賢者の投資」であるために
＊「賢者の定義」とは、

あとで具体例を引いて述べる
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■ コロナ危機時・2020年3月15日配信-週報（罫線資料版） 一部抜粋

この週3月19日が日経平均16358円となった。
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■ （補足）2021年9月19日配信-週報 一部抜粋

この翌日から日経平均は約3000円下落した。
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■ 心得－「己を知り、失敗から学ぶ」 ＊「賢者の投資、愚者の投資」P17-P18
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■ 「目標額」は時価総額の100万分の1 （＊2023年3月末時点、7兆4,369億円）

山崎和邦 紹介
プロフィール
国際コミュニケーション学博士。
自己資金700万円から始めて証券市場で6億2千万円の金融資産を作った。
大学卒後の生涯は、前半を証券マンとして「セルサイドの立場」、その後は個人投資
家としての「バイサイドの立場」、晩年は大学教授としての「研究者の立場」、
この3つの立場から独特の投資理論を樹立して博士号を85歳で取得。

所属
日本経済学会会員・景気循環学会会員・
全日本剣道連盟会員（3段）、古流居合術田宮流（4段）
府中猟友会会員（一猟期間に長野県下伊那郡で鹿・猪２～6頭）
三井の森・蓼科ゴルフ倶楽部会員（オフィシャルハンデ１１）
大学教授・投資家・経済評論家・文筆家・行動家
テレビ番組・ラジオ番組・（経済・投資）担当した時期、約8
年。
有料メルマガ大賞・数回受賞。資産形成の部で年度内1位、数回受賞

履歴
1937年シンガポール生まれ長野県育ち
1961年 慶応義塾大学・経済学部卒
1961年～1980年 野村証券支店長を経て
1980年～1997年 三井不動産。九州支店長を経て常務取締役
1997年～2001年 三井ホームエンジニアアリング 代表取締役社長
2004年～現在 武蔵野学院大学・名誉教授・特任教授（現職）
2022年 博士号取得

著書（第3版以上再版されたものに限る）
「賢者の投資、愚者の投資」（日本実業出版、2015年刊）
「常識力で勝つ 超正統派株式投資法」（角川学芸出版、2014年刊）
「投機学入門―不滅の相場常勝哲学」（講談社、2007年刊）
その他、「投資で勝ち続ける 賢者の習慣」（角川学芸出版、2017年刊）

「あなたはなぜ株式投資で儲けられないのか」（ダイヤモンド社、2001年刊）
「投資詐欺」（ダイヤモンド社、2008年刊）

＊「賢者の投資、愚者の投資」P19-P21
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■ 大局観（景気循環）

＊「株価」大底形成の各種パターン
○いざなぎ景気の終焉（銘柄別）
○ブラックマンデー（V字型）
○リーマンショック（Wボトム･トリプルボトム）
○旧民主党時代（ソーサ型･鍋底型）

「経済は変動する。変動は消滅振動しないし、
減衰振動して均衡点に行くこともない、発散振動することも、単調発散することもなく、成長と結びついて循環する」
＝「景気循環論」－(1)

「株価変動は景気循環に或るリードタイムを持って
約80％の蓋然性を以て先行する」

＝「株価の景気先行性」－(2)
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■ 構造的トレンド

本稿がいつも述べてきた内容は、

（Ａ）循環の流れに沿った景気変動と株価変動
であった。

ところが、

（Ｂ）構造的な、或いは地政学上の、
或いは大国の興亡という大所高所

から見ると別の風景が見えてくる。

(B)

＊2022年以降「市場テーマ」と「代表銘柄」

2022年
ｳｸﾗｲﾅ戦争による地政学の構造的変化

三菱重工
三井物産－商社株
大阪チタニウム

2022年後半～
金利政策変更の構造的変化

銀行株

2023年～
市場の見直し(低PBR改善)の構造的変化
日本製鉄

(A)
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■ 大局観（心理過程・相場局面）
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■ 「勝負事」・「投資事」の実践例 -2015～16年 6502 東芝の売買
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■ ｱﾍﾞﾉﾐｸｽ相場始動前後での実践例
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■ 「大勢下限銘柄」の買い方

＊ドルコスト平均
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■投資には待つべきときがある
「何もしない」は意思を伴ってするなら立派な相場行動だ。ぼんやり暮らして何もしないのではない。確固たる意思の所産として売りも買い
もしないで相場を見続けていく。これは確固たる意思の所産であれば、立派な相場行動である。

一足一刀の間境（いっそくいっとうのまざかい）をもって市場と対峙するのだ。市場の真ん中に入ってしまっては駄目だ。真ん中に入って
しまったら撹乱されるだけだ。嵐の真ん中に居る奴ほど風の方向が分からないものだ、と邦訳されている格言がウォール街にある。と言って、
遠く離れて見ていても大底圏内を見ることは出来ない。
一足一刀の間境をもって市場と対峙して確固たる意思の所産として何もしない。これは、売り・買い・休む、酒田三法の休むという相場行

動である。人が儲かっているときに自分は何もしない。これは一つの焦りを感じるであろう。焦るなと言っても人は焦る。「感情」ではなく
て「勘定一筋」で行くべきだ。俺はここは休むのだ。酒田三法の一つの休むとい方法をとるのだ、と言い聞かせ、感情ではなく勘定一筋で行
くのだ。

■人は習慣の集積体である
市場プレーヤーであろうとなかろうと、およそヒトとは習慣の集積体である。
人は、自分が投資市場でやってきたことを、ずっと辿って見れば、その軌跡の中に一つの人間像が浮かび上がるはずである。それが自分な

のだ。
従って、投資市場での成果や失敗や運不運は究極には自分の習慣の累積だったということに想いを致すことになろう。

【 お問合せ先 】
Mail：info@yamazakikazukuni.com

『山崎和邦オフィシャルサイト YAMAZAKI KAZUKUNI Official site』
URL : https://yamazakikazukuni.com/

mailto:info@yamazakikazukuni.com
https://yamazakikazukuni.com/
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